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中間見直しの趣旨 

１ 中間見直しの趣旨 

亀岡市上下水道ビジョンは、「安心と信頼を未来につなぐ亀岡の上下水道～おいしい水と循環の

みち～」の基本理念のもと、50年先、100年先を見据え、そのあるべき姿、目指す将来像を描くと

ともに、その将来像を現実のものとするためにいま何が必要なのかをお示しするものです。 

本ビジョンは、第５次亀岡市総合計画を実現するための水道１・下水道２分野の実施計画であると

同時に、亀岡市上下水道ビジョンの基本理念のもとに目指す将来像や目標と、その実現のための方

策を描いた、これからの時代の上下水道事業運営の指針となる計画として、令和３（２０２１）年度か

ら令和１２（２０３０）年度までの１０年間を計画期間とし、令和３（２０２１）年３月に取りまとめました。 

計画期間が10年間と長期にわたることから、社会環境の変化や計画の達成状況などを踏まえ、

計画期間の中間にあたる令和７（２０２５）年度で前期5年間を終えることから、前期の取組実績や

進捗を踏まえて、後期５年間の計画的・効果的な事業運営の推進のため中間見直しを実施するもの

です。 

 

 

亀岡市上下水道事業 基本理念 

 
１ 導管及びその他の工作物により、水を人の飲用に適する水として供給する施設（臨時のものを除く。）の総体（水道法第 3 条第 1 項）。 

２ 生活環境の改善や公共用水域の水質保全を目的として、汚水を処理し、雨水を排除する施設。下水道法では「下水を排除するために設けられる排水

管、排水渠その他の排水施設（かんがい排水施設を除く。）、これに接続して下水を処理するために設けられる処理施設（屎尿浄化槽を除く。）又はこれ

らの施設を補完するために設けられるポンプ施設、貯留施設その他の施設の総体」と定義されています（第 2 条第 2 号）。 

安心と信頼を未来につなぐ亀岡の上下水道 

～ おいしい水と循環のみち ～ 
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亀岡市上下水道ビジョン 

           中間見直しの概要 

１ 中間見直しの位置づけ 

本ビジョンは第５次亀岡市総合計画の計画期間に合わせ、令和３(2021)年度から令和

12(2030)年度までの10年間を計画期間としています。 

中間見直しでは、令和3(2021)年度から令和7(2025)年度までの前期における実績や進捗を

踏まえた計画の見直しを行い、令和8(2026)年度から令和12(2030)年度までの後期におい

て、計画の着実な推進を図ります。 

策定時のビジョンの基本理念、目指す将来像、基本目標はそのままに、取組事項・収支の見通しに

ついて、社会環境の変化を的確に把握・分析を行い、課題や取組目標を整理し見直しを行います。 

 

ビジョンの計画期間 

 
 

 

ビジョンの組み立てと見直し対象 

 

第５次亀岡市総合計画 （2021～2030） 

経営戦略 

 

1 年延長 

R3 
(2021) 

R8 
(2026) 

R13 
(2031) 

H30 
(2018) 

前期 5 年 後期 5 年 

亀岡市上下水道ビジョン （2021～2030） 

水道ビジョン 

第４次総合計画 

（2011～2020） 

R27 頃 
(2045) 

将来像 
基本目標 

第 2 章 

ビジョン中間見直し 

見直し対象 
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２ 中間見直しのポイント 

策定時のビジョンのうち、第３章「事業をめぐる情勢」、第５章「実現のための取り組み」及び第６

章「収支の見通し」について、最新の状況やデータを踏まえて検証を行い、必要な見直しを行いまし

た。 

特に中間見直しにおいては、基本目標に対して設定した取組事項の状況を第5章にて評価します。

具体的には、令和６（2024）年度の取組目標の達成状況について、「達成」、「ほぼ達成」、「未達成」

の3段階で評価します。 

令和６（2024）年度時点で「達成」となっている項目は、現在の取り組みを継続することにより、

令和１２（2030）年度の目標達成を目指します。令和６（2024）年度時点で「ほぼ達成」・「未達成」

となっている項目は、その要因について分析し、今後の取り組みの方向性を定め、必要に応じて目

標値の見直しを行います。 

なお、取組項目の見直しについては、今回の中間見直しでは実施せず、次期ビジョンへの更新時

に基本目標達成の貢献度を検証し、見直します。 

そのほか、第4章「目指す将来像と基本目標」について変更はありませんが、目指すべき将来像を

再認識するために掲載しています。また、策定時のビジョン第2章「事業のあゆみと施設の概要」及

び第7章「進捗管理と見直し」については内容に変更はないため、中間見直し版においては記載を

省略しています。 

 

中間見直しにおける主な更新ポイント 

 

社会環境の変化の有無を把握するため、中間時点における各種情勢を整理

取組目標の達成状況を「達成」、「ほぼ達成」、「未達成」の3段階で評価
「達成」となっている項目は、現在の取り組みを継続
「ほぼ達成」・「未達成」となっている項目は要因分析し、今後の取り組みの
方向性を定め、必要に応じて目標値を見直し

人口の動向、物価、金利に関する直近の状況を踏まえ、収支見通しを更新
今後の財政運営の目指す方向性について再検討

事業をめぐる情勢第3章

実現のための取り組み第5章

収支の見通し第6章
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事業をめぐる情勢 

１ 人口と水需要 

 人口の動向 

本市の人口は、平成12(2000)年をピークに減少に転じており、令和17(2035)年には約

74,000人３、令和32(2050)年には約59,000人と、全国平均の2倍のスピードで急速に減

少すると見込まれています。見直し前の推計よりも人口減少は緩やかになる見込みですが、減少

傾向であることに変わりありません。 

 

亀岡市の人口推移および将来予測 

出典：国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所による令和5(2023)年推計値 

 

全国と亀岡市の人口減少率の予測 *2020年を１００％とした場合 

 
出典：国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所による令和5(20２３)年推計値 

 
３ 国立社会保障・人口問題研究所による令和５(20２３)年推計値。第５次亀岡市総合計画では、U・I・J ターンなどにより転出超過が段階的に解消され、

かつ合計特殊出生率が段階的に 1.32 から 1.8 まで向上すると仮定し、2030 年の人口見通しを、およそ 77,000 人から 81,000 人と設定してい

ます。 
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全国 亀岡市
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推計値実績値 ※灰色の棒グラフは、当初ビジョンに公表

した推計値を示しています 



亀岡市上下水道ビジョン 

 

 

5 

第

３
章 

事
業
を
め
ぐ
る
情
勢 

 水需要の動向 

水需要は、人口と同じく平成12(2000)年度をピークに減少を続けています。人口減少によ

る給水人口４と一日平均有収水量５の減少に加え、節水意識の定着や節水機器の普及などにより、

一人当たりの使用水量も大きく減少しており、ビジョン策定時の令和２（2020）年度以降も同様

の状況が続いています。 

水需要の減少は、料金収入の減少だけでなく、施設の稼働率の低下による採算性の悪化など、

上下水道事業の経営全般に大きな影響を与えます。 

 

給水人口と一日平均有収水量の推移 *簡易水道を含む。 

 

 

 

一人当たり一日平均有収水量の推移 *簡易水道を含む。 

 
(注) 一人当たり一日平均有収水量は、一日平均有収水量を給水人口で割った値で、給水人口一人当たりの使用水量を表します。 

 
４ 給水区域内人口のうち、実際に水道により給水を受ける人口のこと。 
５ 水道料金の徴収の対象となった水量のこと。 
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２ 施設の老朽化 

本市の人口増加とともに水道は昭和50年代から、下水道は昭和60年代から急速に普及が進み、

本市の発展や生活の向上に大きく寄与してきました。施設が老朽化すると事故や故障などにより

機能が停止し、市民生活や経済活動に大きな影響を及ぼすことから、定期的に改築や更新をしてい

く必要があります。 

なかでも水道管は、法定耐用年数６を超える管路延長が10年後には306km（45%）となり、ビ

ジョン策定時よりもさらに急速に老朽化が進むことになります。水道管の更新には莫大な資金７と

人材そして時間を要することから、アセットマネジメント８の手法による合理的な施設マネジメントの

もとで、必要な資金と人材の確保や執行体制の確立を急ぐ必要があります。 

 

水道管の年度別布設延長 

 

 

下水道管（汚水管）の年度別布設延長 

 

 
６ 施設や設備などを使用できる法律上の見積もり期間のこと。地方公営企業法施行規則などにより、水道管は40年、下水道管は50年と定められてい

ます。 
７ 事業の元手や経営のために使用される金銭のこと。地方公営企業においては、企業債や補助金・出資金などの外部から調達する資金（外部資金）と損

益勘定留保資金など企業内部で生じる資金（内部資金）があります。 

８ 長期的な視点で施設の健全度や財政を見通し、ヒト・モノ・カネの適切な運用（マネジメント）のもとで、ライフサイクル全体にわたって効果的・効率的

に施設管理を行う手法のこと。 

－
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３ 常態化する自然災害や感染症 

 地震対策 

本市に大きな被害をもたらす地震には、活断層による直下型地震（M6.7～M7.2）があり、平

野部の一部で最大震度6強から７の揺れが予想されています。また、南海トラフ地震では、市内全

域で最大震度6弱の揺れが予想されています。 

 

亀岡市内の主な断層 

 
 

地震被害の想定 

震 源 
地震の 

規模 

最大 

震度 

人的被害(人) 建物被害(棟) 

死者数 負傷者数 全壊 半壊 

亀岡断層 M6.7 7 250 2,250 5,960 ９，２９０ 

殿田-神吉-越畑断層 M7.2 7 １５０ １，１２５ 6,546 ８，２３１ 

埴生断層 M6.9 7 １９３ １，３５４ ８，１１８ ９，１６９ 

南海トラフ M9.0 6弱 ─ 170 80 ─ 

出典：京都府地震被害想定調査(2008年、２０２４年、２０２５年)および内閣府のデータをもとにした京都府被害想定(2014年) 

 

 

 

 

 

埴生断層 

殿田-神吉-越畑断層 

亀岡断層 
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水道施設については、浄水場や配水池９などの施設は、ほぼすべてが耐震化されていますが、

水道管の耐震適合率１０は４３．５%にとどまっており、老朽管の更新に合わせた耐震化をスピード

アップする必要があります。また、下水道施設については、年谷浄化センターが供用開始から４２

年が経過し老朽化が進んでいることから、施設の耐震化や長寿命化１１を進める必要があります。 

 

水道管の耐震適合率 

令和７（202５）年3月末現在 

区 分 延 長 うち耐震適合性のある管 耐震適合率 

基幹管路１２ 7２,3３2m ４１,４５３m 5７.3% 

配水支管 5８８,0５６m 2４５,６1５m ４１.８% 

計 6６０,３８８ｍ 2８７,０６8m 4３.５% 

 

 風水害対策 

近年、地球温暖化による気候変動に伴

って、かつて経験したことのない豪雨や

強風に見舞われ、本市の水道・下水道の

施設でも被害が発生しています。 

ビジョン策定以降は、上下水道施設に

大きな被害はありませんでしたが、過去

の 大 雨 に よ る 被 害 と し て は 、 平 成

25(2013)年9月の台風18号による保津川の氾濫で三宅浄水場の水源（取水井）が水没し、広

域断水の危機的な状況に陥りました。下水道施設においては、平成25(2013)年の台風18号や

平成30(2018)年の西日本豪雨で処理施設の機械設備に度重なる被害が発生しており、下水

道施設の耐水化１３を進めることが必要となっています。 

平成30(2018)年の台風21号では強風により長時間の停電が発生し、一部で水道加圧ポン

プの停止による断水が発生しました。本市にはバックアップ電源を持たない水道の加圧ポンプや

下水道の中継ポンプが数多くあり、施設の電源対策についても充実させる必要があります。 

 

上下水道施設の主な被災状況 （過去1５年） 
 

年月日 原因 連続雨量 被災状況 

H25(2013) 

9.15～9.16 
台風18号 303mm 

三宅浄水場水源の水没・濁水混入（取水停止） 

保津浄化センター浸水（施設損壊） 

宮前浄化センター前処理室浸水（施設損壊） 

H30(2018) 

7.5～7.9 
西日本豪雨 609mm 

宮前浄化センターばっ気攪拌装置浸水（施設損壊） 

本梅浄化センターばっ気攪拌装置浸水（施設損壊） 

H30(2018) 

9.4～9.5 
台風21号 （強風） 強風による停電（水道加圧ポンプの停止・断水） 

 
９ 水道使用者に安定して水をお届けするため、浄水場から送られた水を一時的に貯留し、使用水量に応じて水を送り出す施設。災害などの緊急時の飲

料水や消防用水を確保する機能も持っています。 
１０ 総管路延長に対する「耐震適合性のある管」の割合。地震時でも継手の接合部が離脱しない構造となっている管を「耐震管」といい、これに耐震管以

外で地盤の条件を考慮すると耐震性があると評価できる管を加えたものを「耐震適合性のある管」といいます。これに対して、総管路延長に対する

耐震管の割合を「耐震率」といいます。 

１１ 劣化が進む前に計画的に修繕等を実施する予防保全に取り組むことにより、トータルコストの縮減と投資の平準化を図る手法のこと。 
１２ 水道施設のうち基幹となる管路のこと。水源の水を浄水場に送る導水管、浄水場から配水池に送る送水管および配水本管をいいます。 
１３ 河川氾濫等の災害時においても一定の下水道機能を確保し、下水道施設被害による社会的影響を最小限に抑制するため、ハード・ソフトによる下水

道施設の施設浸水対策を行うこと。 

平成25(2013)年9月16日、台風18号被害。JR山陰本線保津踏切付近。 

写真左奥の三宅浄水場系取水井が水没、中央前方の保津浄化センターに浸水

の被害が発生しました。写真右奥には年谷浄化センターがありますが、被害は

ありませんでした。 
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 感染症対策 

ビジョン策定時は、新型コロナウイルス感染症が地球規模で蔓延し、私たちの生活や経済活動

に計り知れない影響を及ぼしていました。新型コロナウイルス感染症は、令和5（２０２３）年5月に

「2類感染症相当」から季節性インフルエンザと同等の「5類感染症」となりましたが、上下水道事

業の経営においても、新たな病原体がいつ出現するかもしれないという脅威がなくなったわけ

ではありません。 

今後も、感染症の蔓延によるさまざまなリスクに対して迅速に対応し、どのようなときも事業

を継続することができるよう、危機管理を徹底し、取り組みを進めていく必要があります。 

 

 

感染症対策の例 

 

 

 

  

感染症

対 策

事業継続

● 対策本部の設置

● 対策マニュアルの運用

● 事業継続計画の見直し

水の安全

● 浄水の塩素処理の徹底管理

● 放流水の消毒処理の徹底管理

● 委託先要員の感染防止徹底

勤務体制

● テレワーク・2班制勤務

● 時差出勤

● オンライン会議

お客さま対応

● 料金の支払い猶予

● 感染症対策の情報発信

● イベント・見学会の中止
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４ ICTの進展 

ICT１４の進展により、多岐にわたる分野でICTを活用した革新的で付加価値の高い製品やサー

ビスが次々と生み出されています。IoT１５、AI１６、ビッグデータ１７といった新たな技術の進展は、水

道・下水道の分野においても、より質の高いサービスの提供や施設管理の効率化・省力化、危機管

理能力の向上など、さまざまな場面で大きな変化をもたらしつつあります。その中で、水道管の漏

水調査において、人工衛星データを活用した調査手法を用いることができないか検討を進めてい

きます。 

ICTを積極的に活用することで、業務を効率化し、上下水道事業の運営基盤を強化するとともに、

さらなるお客さまサービスの向上を目指す必要があります。 

 

 

上下水道事業におけるICTの活用（イメージ） 

 

 

 

 

  

 
１４ アイ・シー・ティー、Information and Communication Technology の略。情報通信技術の総称であり、通信技術を使って人とインターネッ

ト、人と人がつながるという意味合いで使われます。 

１５ アイ・オー・ティー、Internet of Things の略。モノのインターネットともいい、さまざまな「モノ」がインターネットに接続され、情報交換することに

より相互に制御する仕組みのこと。水道メーターに IoT を組み込んだ「スマートメーター」などもその一例です。 

１６ エー・アイ、Artificial Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅの略。人工知能。言語の理解や推論、問題解決などを人間に代わってコンピューターが行う技術のこと。 

１７ 従来の技術では記録や保管、解析が難しいような巨大なデータ群を指します。このようなデータ群を管理できるようになることで、ビジネスや社会

に有用な知見を得たり、新たな仕組みやシステムを生み出したりする可能性が高まるとされています。 

※差し替え予定

・問い合わせへの24時間自動応答

・使用水量や料金の見える化

・料金収納の利便性の向上

・迅速で的確な情報発信

・ロボットやレーザーによる管路調査

・施設の集中監視・遠隔操作

・水需要予測による的確な運転制御

・AIによる自動運転

・災害時の情報共有・相互連携

・被災情報の迅速な把握

・AIによる被災予測・運転制御

・復旧計画の迅速化

・顧客・施設・経営情報の電子化

・ビッグデータの蓄積・活用

・定型業務の自動化

・業務情報の蓄積・共有・伝達

お客さまサービス部門 

防災部門 

事務部門 

施設管理部門 

経営基盤の強化とサービスの向上 

ICTの 

活 用 

業務の効率化・省力化・高度化 
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上下水道事業の取り組みに関して満足していること

は何ですか。（複数回答） 

５ 水の安全 

令和6（2024）年度に実施した「上下水道事

業に関するアンケート調査」では、水道水の安全

性や安定供給に最も多くの回答が寄せられまし

た。令和元(2019)年度に実施したアンケート

調査と回答の傾向は同じです。これまで水質の

悪化や汚染、水量不足などに見舞われることも

なく、おいしさにも定評があります。本市が誇る

安全でおいしい水道水をいつまでも守り続ける

ため、引き続き水安全計画の運用により、水源

から蛇口までに潜むあらゆるリスク管理を徹底

し、より安全でおいしい水が供給できる水道シ

ステムを目指す必要があります。 

 

 

 

 
 
 

水安全計画の概要  

59% 59%

21%
16% 14% 14% 11% 10%

7% 7%
1%
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取
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そ
の
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回答者数＝538人

資料：令和６(20２４)年度上下水道事業に関するアンケート調査 

    水 源 浄水場 
配水池 
配水管 蛇 口 

リスクの特定 リスクの評価 リスクの管理 

水道水の安全性を

脅かすあらゆるリス

クを特定します。 

リスクの発生頻度と

影響度により、リス

クレベルを設定しま

す。 

各リスクのレベルに

対し、測定方法や対

応方法をマニュアル

化します。 

水安全計画 
～ 水源から蛇口までの一体管理 ～ 

■水安全計画とは… 

世界保健機関（WHO）が提唱する水道水の安全性を高めるための新しい水質管理手法で、食

品製造分野の衛生管理手法である HACCP（ハサップ、Hazard Analysis and Critical 

Control Point、危害分析重要管理点）の考え方に基づき、水源から給水栓に至る各過程で危

害評価と危害管理を行うものです。本市では、水安全計画の運用により、より高いレベルの安全

性を確保することを目指しています。 
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６ 環境との調和 

 健全な水循環 

「水を使う」ことで成り立っている人の営みと調和して、健全な水循環１８を維持していくために

は、「使った後の水」をできるだけ環境への影響を少なくして自然に戻していかなければなりませ

ん。 

市内河川の水質は、下水道の普及により大きく改善し、たとえば、亀岡地区を流れる雑水川の

BOD１９の値は、下水道が整備される前の1/10以下になっており、篠町を流れる西川、千代川町

を流れる千々川も同様に改善されています。また、下流域である淀川・大阪湾では、通常の処理

では除去できない窒素やリンによって富栄養化２０が進んでいたことから、国と流域の自治体の

連携のもとで、本市でも年谷浄化センターにおいて、窒素やリンを除去するための高度処理２１化

を進めています。 

清らかな水循環は、不断の努力によって成し遂げられるものであり、今後とも下水２２の高度処

理や処理水の水質改善に取り組む必要があります。 

 

 

市内河川のＢＯＤ経年変化 

 

 
 

  

 
１８ 「水が、蒸発、降下、流下又は浸透により、海域等に至る過程で、地表水又は地下水として河川の流域を中心に循環すること」を「水循環」といい、「人

の活動及び環境保全に果たす水の機能が適切に保たれた状態での水循環」を「健全な水循環」といいます（水循環基本法第 2 条）。 
１９ Biochemical oxygen demand の略。生物化学的酸素要求量。水中の有機物が微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素の量。

BOD の値が大きいほど水質が悪いことを意味し、魚が生息可能な BOD 値の上限は、一般にコイ・フナなどが 5mg/ℓ、アユなどが 3mg/ℓ といわ

れています。 

２０ 海や湖などで水中の窒素やリンの増加により、植物性プランクトンが増殖する現象のこと。 
２１ 通常の処理では十分に対応しにくい、窒素やリンといった富栄養化の原因物質などを除去するための高度な下水処理方法のこと。 
２２ 汚水又は雨水（下水道法第 2 条第 1 号）。 

0
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 脱炭素と資源・エネルギーの循環 

水道・下水道施設は、運転に多量の電力を消費する一方で、下水処理場で発生する処理水や汚

泥、消化ガス２３、熱などは、資源・エネルギーとしての可能性を秘めています。 

本市では、農業集落排水処理施設２４で発生する汚泥を原料にしたコンポスト（堆肥）の生産、処

理水の農業用水としての利用、処理施設の上部を使った太陽光発電、消化ガスを用いた発電な

ど資源の循環やエネルギーの再生に積極的に取り組んでいます。 

本市は、世界に誇れる環境先進都市として「再生可能エネルギーの調達によるエネルギーの地

産地消など、地域資源を活用した持続可能なまちづくり」（第5次亀岡市総合計画）を目指してお

り、令和3(2021)年2月には、「かめおか脱炭素宣言」を表明しました。 

下水道を地域資源やエネルギー循環のみちとして活用することにより、持続可能な循環型社

会２５の形成に向けて引き続き積極的に貢献していくことが求められています。 

 

 

  

 
２３ 下水汚泥の嫌気性発酵で発生するバイオガスの一種のこと。主成分はメタンガス。 

２４ 農業振興地域として指定された地域において、農業集落の水質や生活環境を改善するために市町村が設置する汚水を集合して処理するための施

設。施設管理上は浄化槽に区分されます。 

２５ 有限である資源を効率的に利用するとともに、リサイクルなど、持続可能な形で循環させながら利用していく社会のこと。 
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７ 経営の現状 

 経営体制 

本市では、従来から水道事業と下水道事業の組織を一本化し、効率的・弾力的な事業運営を図

ってきました。また、平成30(2018)年4月に上水道事業２６と簡易水道事業２７を、平成

31(2019)年4月には公共下水道事業２８と地域下水道事業２９を経営統合し、会計を水道事業と

下水道事業でそれぞれ一本化しました。公営企業会計３０方式で経理することにより、継続企業の

前提３１のもとで経営状況の把握や分析が可能となるなど、「維持する時代」にふさわしい経営体

制が整いました。引き続き上下水道の事業運営の効率化及び経営の健全化に取り組みます。 

亀岡市上下水道事業の経営体制 

 
３２ 
３３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 財政状況 

本市の水道事業は、京都府下の都市のなかで最も安い料金を維持していますが、引き続き多

額の企業債３４残高を抱えています。企業債の償還や老朽管の更新のためには、多額の資金が必

要であり、資金保有額は年々減少する傾向にあります。 

下水道事業は、本ビジョンに基づく取り組みを通し、更新投資の備えとなる資金を着実に蓄え

ている状況です。 

上下水道事業の将来を見据えた財政マネジメントのもとで、引き続き施設更新に必要な利益

を確保できる財務体質に改善していくための取り組みが求められています。  

 
２６ 施設運営上、水道事業のうち給水人口が 101～5,000 人のものを「簡易水道事業」といい（水道法第 3 条第 3 項）、5,001 人以上のものを一般

に「上水道事業」と呼んでいます。 
２７ 26 参照。 
２８ 主として市街地における下水を排除し、又は処理する下水道。広義の公共下水道には特定環境保全公共下水道を含みますが、本ビジョンでは、これ

を含まない狭義の公共下水道を指しています。 

２９ 小規模下水道の運営を行うために本市に設置していた事業。平成31（2019）年4月に公共下水道を運営する下水道事業と経営を統合したことに

より廃止しました。 

３０ 地方公営企業で採用されている会計方式。民間の企業会計と同様に発生主義・複式簿記を採用し、資本取引と損益取引を明確に区分して経理を行

うため、資本・資産、期間損益などの経営情報を正確に把握することができ、これらの情報を市民や議会に開示することで、より透明性の高い運営

ができるとされています。 
３１ 企業が将来にわたって無期限に事業を継続することを前提とする考え方のこと。ゴーイングコンサーンともいいます。 

３２ 市街化区域以外の地域において、農山漁村の水質や生活環境を改善するために市町村が設置する比較的小規模な下水道事業。 

３３ 他の下水道の処理区域以外の地域にある 20 戸未満の集落において、集落の水質や生活環境を改善するために市町村が設置する汚水を集合して

処理するための事業のこと。 
３４ 地方公共団体が地方公営企業の建設、改良などに要する資金に充てるために起こす地方債（地方公営企業法第22条）。建設資金を確保するためだ

けでなく、現世代の使用者と将来世代の使用者の間で負担の公平を図る機能を持っています。 

 

水道事業 (末端給水) 

水道用水供給事業 

附帯事業 (飲料水供給施設) 

亀岡市水道事業 

公共下水道事業 

農業集落排水事業 

32

小規模集合排水処理事業 33 

亀岡市下水道事業 

亀岡市上下水道事業 

総務・経営課 水道課 下水道課 

亀岡市上下水道部 



亀岡市上下水道ビジョン 

 

 

15 

第

３
章 

事
業
を
め
ぐ
る
情
勢 

 

水道事業の財政状況の推移 

 

■収益的収支３５ 単位:百万円、税抜 

年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

事業収益 1,531 1,527 1,528 1,674 1,639 1,672 1,653 1,703 1,674 1,676 

 
給水収益

３６
 1,089 1,074 1,059 1,133 1,128 1,140 1,125 1,183 1,185 1,184 

 加入金 60 78 72 70 64 95 91 69 43 41 

 
長期前受金戻入

３７
 283 283 286 352 347 352 341 361 330 322 

 その他 99 92 112 119 101 84 96 90 116 129 

事業費用 1,352 1,399 1,441 1,610 1,505 1,494 1,454 1,524 1,471 1,532 

 維持管理費 521 539 579 624 581 523 547 565 539 607 

 
減価償却費

３８
 661 687 695 793 783 787 789 812 807 798 

 支払利息 161 151 141 149 137 124 112 103 95 88 
 その他 10 22 26 44 5 61 7 45 31 39 

当年度純利益 179 128 87 63 134 178 199 178 202 144 
 

資金保有額
３９

 3,086 3,240 3,120 3,405 3,025 2,861 2,639 2,780 2,577 2,344 

■資本的収支４０ 単位:百万円、税込 

資本的収入 660 277 449 254 368 398 712 573 668 620 

 企業債 274 115 300 76 204 234 480 381 468 362 

 一般会計出資金 333 87 83 94 100 80 162 118 171 190 

 国・府補助金 1 3 6 9 9 10 10 10 10 10 

 その他 52 73 60 75 55 75 60 65 19 58 

資本的支出 1,３３２ ９２２ 9５３ 8３６ 9９７ 1,215 1,585 1,356 1,450 1,612 

 建設改良費 ９１３ 4８９ ５０３ ３２９ 4８３ 682 1,027 669 757 936 

 企業債償還金 419 433 450 507 514 533 558 587 593 576 

 その他 0 0 0 0 0 0 0 100 100 100 

資本的収支差引額 ▲６７２ ▲6４５ ▲５０４ ▲5８2 ▲６２９ ▲817 ▲873 ▲783 ▲782 ▲992 

注）各項目の金額は、単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。 

 

水道事業の企業債の推移 

 

 
３５ 地方公営企業の日々の営業活動に伴う収益と費用のこと。減価償却費のように現金の支出を必要としない費用や長期前受金戻入のように現金の

収入を伴わない収益を含み、一般の官庁会計のように現金の収支を示すものではありません。 
３６ 営業収益のうち、水道料金として収入する収益のこと。 
３７ 損益勘定の収益の勘定科目のひとつ。水道管や下水道管などの償却資産を受贈した場合や施設の取得時に補助金や負担金などを受けた場合に、

その金額を償却期間で割り振った額を毎年度収益として計上するもので、現金収入を伴わない収益です。長期前受金戻入によって生じた利益剰余

金は、現金資産ではないため、次年度に繰り越したり、積立金としたりすることができず、資本金に組み入れることが原則となります。 

３８ 償却資産の取得に要した支出を耐用年数に割り振って費用化したものをいいます。実際には現金の支出は生じないため、減価償却費から長期前受

金戻入を引いた額が内部資金として残ることになります。 

３９ 上下水道事業では、損益勘定において現金の支出を必要としない費用（減価償却費など）から現金の収入を伴わない収益（長期前受金戻入など）を

差し引いた額が損益勘定留保資金として企業内部に蓄積され、これを企業債の償還や施設の更新などの費用に充てています。本ビジョンでは、損

益勘定留保資金など企業内部に蓄積された資金（内部留保資金）の保有額のことをいいます。 
４０ 地方公営企業の施設の整備や更新などに伴う収入と支出のこと。 
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下水道事業の財政状況の推移 

 

■収益的収支 単位:百万円、税抜 

年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

事業収益 2,207 2,165 2,515 2,537 3,155 3,079 3,075 3,026 2,969 2,973 

 下水道使用料 1,541 1,519 1,491 1,520 1,648 1,675 1,649 1,638 1,629 1,624 

 一般会計補助金 174 156 511 498 795 683 678 644 621 631 

 長期前受金戻入 482 489 495 503 695 704 716 722 702 701 

 その他 10 2 18 17 17 16 32 21 17 17 

事業費用 2,104 2,071 2,095 2,058 2,753 2,786 2,752 2,772 2,690 2,695 

 維持管理費 641 619 663 646 813 871 851 902 880 911 
 減価償却費 1,082 1,093 1,104 1,118 1,536 1,553 1,569 1,577 1,539 1,538 

 支払利息 377 350 321 290 395 357 322 289 261 238 

 その他 4 10 7 5 8 5 10 3 10 8 

当年度純利益 103 94 421 479 402 293 323 254 278 279 
 

資金保有額 52 266 618 389 670 1,029 1,050 1,584 1,869 1,986 

■資本的収支 単位:百万円、税込 

資本的収入 913 1,065 496 628 746 849 1,025 1,048 974 1,559 

 企業債 167 199 112 166 292 406 418 442 437 933 
 一般会計出資金 511 542 186 196 274 308 315 327 333 316 

 国・府補助金 153 268 152 225 143 66 237 263 177 293 

 受益者負担金 64 49 37 35 33 63 50 11 22 11 
 その他 18 5 8 5 5 5 5 5 5 5 

資本的支出 1,６００ 1,7５７ 1,565 1,694 1,971 1,854 2,029 2,108 1,928 2,585 
 建設改良費 ４２０ 5４７ 348 478 328 280 507 553 454 1,143 

 企業債償還金 1,180 1,210 1,217 1,216 1,643 1,574 1,522 1,455 1,374 1,342 

 その他 0 0 0 0 0 0 0 100 100 100 

資本的収支差引額 ▲6８７ ▲6９２ ▲1,069 ▲1,066 ▲1,225 ▲1,005 ▲1,004 ▲1,060 ▲954 ▲1,026 

(注）各項目の金額は、単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。 

 

 

下水道事業の企業債の推移 
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 料金 

上下水道料金は、電気料金やガス料金と同じく、水道水の供給や汚水４１の処理に要する原価を

元に算定しています。水道（給水原価）については、老朽化に伴う修繕費が増加し、見直し前より

も増加しています。４２ 

４３ 
水道・下水道の原価構成 

    

 

 

 

(注）各費目の金額は、1円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。 

資料：令和６(2024)年度亀岡市水道事業決算および下水道事業決算 

 

実際の上下水道料金は、4人家族の平均的な使用水量である月20立方メートル（口径20mm）

の場合で比較すると、京都府下の15都市中低いほうから３番目となっています。 

 

京都府下15都市の上下水道料金比較 *家庭用20㎥/月、税込 

 

資料：令和６(202４)年度地方公営企業決算状況調査 

 
４１ 生活若しくは事業（耕作の事業を除く。）に起因し、若しくは付随する廃水（下水道法第 2 条第 1 号）。 
４２ 有収水量 1 ㎥当たりどれだけの費用がかかっているかを表す値。 
４３ 有収汚水量 1 ㎥当たりどれだけの費用（汚水処理に要する費用）がかかっているかを表す値。 

12円 （6％）

14円 （7％）

20円 （10％）

53円 （28％）

14円 （7％）

79円 （41％）

12円 （9％）

27円 （20％）

9円 （7％）

16円 （12％）

19円 （14％）

50円 （38％）

減価償却費

職員給与費

委託料

修繕費など

支払利息

動力･薬品費

5,280円

0
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3,000
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5,000
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7,000

8,000

9,000

水道料金 下水道料金

（円）
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6,228円

１９２円/㎥（見直し前２０２円/㎥） 1３３円/㎥（見直し前１２８円/㎥） 

下水道（汚水処理原価 43） 水道（給水原価 42） 
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 経営の効率化 

⑴ 民間との連携 

健全な経営を続けるためには、費用を減らし収益を増やす経営努力や経営姿勢が重要であり、

上下水道施設の維持管理や事業運営を効率化するため、また、技術職員の確保が困難な状況に

あるため、民間との連携を進める必要があります。 

しかしながら、過度の委託については、職員の技術水準の低下や災害時の人員確保などのマイ

ナス面も懸念されており、職員の技術力や緊急時の即応体制を維持しつつ民間との連携を推進

することが求められています。 

 

主な民間委託の取り組み 

業務名 主な業務内容 開始時期 

上下水道お客様センター 

業務委託 

料金等関連業務（窓口、検針、調定、収納など） Ｈ21(2009)年4月 

工務関連業務（給水申込、排水設備確認申請受付） 

下水道関連窓口（受益者負担金、水洗化促進など） 
H29(2017)年4月 

千代川浄水場運転監視 

業務委託 

千代川浄水場運転監視業務、保守点検業務 

三宅浄水場保守点検業務、緊急時点検業務 
H30(2018)年4月 

年谷浄化センター等 

維持管理業務委託 

浄化センター運転操作および監視、設備の保守点検 

中継ポンプ場、マンホールポンプの監視および点検 
S58(1983)年4月 

小規模修繕（包括的民間委託レベル2.5(注)） H29(2017)年4月 

(注) 処理場等包括的民間委託導入ガイドライン（2019 日本下水道協会）による性能発注における包括的民間委託レベルのひとつ。水質管理、施設

の運転操作および保守点検（レベル1）、ユーティリティの調達および管理(レベル2)に、一件当たりの金額が一定額以下の修繕等（レベル2.5）

を含めた性能発注のこと。 

 

 

⑵ 新たな経営手法の検討 

平成30(2018)年に京都府が策定した京都水道グランドデザインにおいては、今後の水道事

業の方向性の大きな柱が広域化と広域連携とされており、中部圏域（亀岡市、南丹市、京丹波町）

やそれ以外の圏域との連携の可能性について検討を進めています。 

また、令和元(2019)年10月の改正水道法の施行により、水道事業者としての責任を自治体

に残したまま施設の運営を民間事業者に委ねる方式（コンセッション方式４４）が可能になりました。

国はコンセッション方式と管理・更新一体マネジメント方式を併せた官民連携方式（ウォーター

PPP４５）を推奨しています。時代の潮流を見極めつつ、将来における事業運営のひとつのあり方

として、その有効性や可能性を検討する姿勢が求められています。 

  

 
４４ PFI の類型のひとつで、施設の所有権を公共が保有したまま、民間事業者に運営権を譲渡するもの。令和元(2019)年１０月に施行された改正水道

法により、事業認可権を公共が保有したまま運営権を譲渡できるようになりました。 
４５ 水道・下水道・工業用水道分野で、民間の技術や経営ノウハウを活用し、施設の維持管理と更新を一体的かつ長期的（原則 10 年）に行う官民連携方

式の総称です。人口減少による収益減、施設老朽化及び人材不足に対応し、持続可能な事業運営を目的に国土交通省が推進している新たな手法で

す。 
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コンセッション方式（地方公共団体事業型）の概念 

 
 

 人材の育成 

安定した上下水道事業の運営には、事業を担う職員の確保とその一人ひとりの資質の向上が

不可欠です。近年、技術職員の確保が困難になっており、職員の経験不足を補うために民間に頼

らざるを得ない状況も生じています。 

一度失われた職員の技術や経験を取り戻すことは容易ではありません。人材不足によって水

道・下水道の安全や持続が損なわれることがないよう、必要な人材を確保するとともに、職員が

身につけた技術を次の世代に引き継いでいくことが求められています。 

 

上下水道部の職員数の推移 
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※地方自治体である水道事業者は、水道事業の

全体方針の決定、全体管理に関する業務を実

施。そのうえで具体的な業務範囲を個々の実

施契約で定める。 

水道料金 

支払 

施設管理 

給水 

出典：厚生労働省資料（一部加筆修正） 
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８ 経営の分析 

 水道事業 

水道事業の財務および施設の状況について、8項目の指標によって分析し、全国の同規模事業

体（末端給水事業を行う給水人口5～10万人の事業体）の平均と比較検討を行い、本市の事業

の特徴や課題の整理を行いました。 

水道事業の経営状況の他団体との比較 

項目 指標名 指標の意味 
指標の 
方向 

２０１８
亀岡市 

2023 
亀岡市 

2023 
同規模平均 

料 金 の 

水 準 

料金回収率46(%) 料金で給水費用がどの程度回収でき

ているかを示す。 
▲ ９０ 99 9９ 

＝供給単価47/給水原価×100 

経 営 の 

健 全 性 

経常収支比率48 (%) 給水収益や繰入金などで、維持管理

費や支払利息などがどの程度賄えて

いるかを示す。 
▲ １０４ 11４ 1０９  

＝経常収益/経常費用×100 

債 務 の 

状 況 

企業債残高対給水収益比率49 (%) 企業債残高の規模や借入への依存度

を示す。 ▼ ６４０ 5５２ 3０４ 
＝企業債現在高合計/給水収益×100 

経 営 の 

安 定 性 

流動比率50 (%) 1年間に支払うべき債務に対して支

払い可能な現金などの状況を示す。 
▲ ４１１ 377 ３４５ 

＝流動資産/流動負債×100 

資 産 の 

老 朽 化 

有形固定資産減価償却率51(%) 有形固定資産のうちの償却対象資産

における減価償却の進み具合を示

す。 
▼ ４２ 49 52 

＝減価償却累計額/償却対象資産の帳簿価格×100 

更 新 の 

状 況 

管路更新率(%) 当該年度に更新した管路延長の割合

を示す。 
▲ ０．０９ 0.37 0.5３ 

＝当該年度に更新した管路延長/管路延長×100 

施設等の 

適正規模 

施設利用率52(%) 
施設の利用状況や適正規模を示す。 ▲ ５２ ５０ ５９ 

＝一日平均配水量53/一日配水能力×100 

施設等の 

効 率 性 

有収率５4(%) 施設の稼動が収益につながっている

かを示す。 
▲ ８９ 92 87 

＝年間総有収水量/年間総配水量×100 

(注)指標の方向は、▲は大きいほうが望ましい、▼は小さいほうが望ましいことを示しています。 

 

(注)グラフは標準偏差方式であり、外側に行くほど良好な数値を示しています。  
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令和５(2023)年度の水道事業の分析結果では、平成30（２０１８）年度には同規模事業体平

均より下回っていた「料金回収率」「経常収支比率」はいずれも同程度の水準にまで改善しました。

一方、「企業債残高対給水収益比率」は依然として同規模事業体平均より下回っており、改善は見

られるものの企業債に依存した経営状態が続いていることが示されています。 

施設に関しては、資産の老朽化を表す「有形固定資産減価償却率」は比較的良好で、浄水場や

配水池などの健全性は高いものの、水道管の老朽化は確実に進んでいる実態があります。また、

施設等の適正規模を表す「施設利用率」が同規模事業体平均より下回っており、施設の規模・能

力が過大傾向にあることを示しています。 

 

 

他団体との比較からみた亀岡市水道事業の特徴と課題 

 
４６４７４８４９５０５１５２５３５４ 

  

 
４６ 給水原価に対する供給単価の割合。水道事業の経営指標のひとつで、料金で回収すべき経費がどの程度回収できているかを示します。経営を持続

するためには、少なくとも 100％以上であることが必要です。 

４７ 有収水量 1 ㎥当たりどれだけの収益を得ているかを表す値で、「給水収益÷年間有収水量」で算出されます。 

４８ 経常収益（料金収入や一般会計からの繰入金など）で、経常費用（維持管理費や支払利息など）をどの程度賄えているかを表す値。単年度の収支が

黒字であることを示す１００％以上となっていることが必要です。 

４９ 給水収益に対する企業債残高の割合で、企業債残高の規模を表す値。 
５０ 短期的な債務（１年以内に支払うべき債務）に対する支払能力を表す値。 
５１ 有形固定資産のうち、償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す値。資産の経年の程度（老朽化の度合い）を示します。 
５２ 水道事業では一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、下水道事業では施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する一日平均処

理水量の割合。施設の利用状況や適正規模を判断する値。 

５３ 配水池や配水ポンプから配水管に送り出した水量のこと。 
５４ 水道の場合は、年間の給水量に対する有収水量の割合のこと。下水道の場合は、汚水処理水量に対する有収汚水量の割合のこと。 

 財務面においては、「料金回収率」、「経常収支比率」は同規模事業体平均と同程度の水準

にまで改善されたものの、依然として企業債（借金）に依存した経営となっています。ビジ

ョン策定時と比べると、企業債への依存は改善傾向にある一方、管路の老朽化が急速に進

むことが見込まれています。業務の効率化や適正な料金負担により収益性を高

めるとともに、企業債（借金）に依存した経営を改善する必要 があります。 

 施設については、ビジョン策定時から引き続き管路更新率や施設利用率が平均より下回っ

ており、老朽化や施設の規模・能力が課題となっています。したがって、引き続き老朽管

などの計画的な更新を行うとともに、施設の有効利用や施設規模・能力の

適正化を進める必要 があります。 
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 下水道事業 

公共下水道事業の財務および施設の状況について、8項目の指標によって分析し、全国の同規

模事業体（処理区域内人口553～10万人、処理区域内人口密度50～75人/ha、供用開始後30

年以上の事業体）の平均と比較検討を行い、本市の事業の特徴や課題の整理を行いました。 

下水道事業の経営状況の他団体との比較 

項目 指標名 指標の意味 
指標の 

方向 

２０１８ 

亀岡市 

2023 

亀岡市 

2023 

同規模平均 

使 用 料 

の 水 準 

経費回収率56(%) 
使用料で回収すべき経費がどの程度

回収できているかを示す。 ▲ １００ 104 93 ＝下水道使用料収入 

/汚水処理費(公費負担分を除く。)×100 

経 営 の 

健 全 性 

経常収支比率(%) 使用料収入や繰入金などで、維持管

理費や支払利息などがどの程度賄え

ているかを示す。 
▲ １２３ 11３ 107 

＝経常収益/経常費用×100 

債 務 の 

状 況 

企業債残高対事業規模比率57 (%) 
企業債残高の規模や借入への依存度

を示す。 
▼ ６６２ 282 677 ＝(企業債現在高合計 ― 一般会計負担額) 

/(営業収益―受託工事収益―雨水処理負担金)×100 

経 営 の 

安 定 性 

流動比率(%) 1年間に支払うべき債務に対して支

払い可能な現金などの状況を示す。 
▲ ３９ 105 86 

＝流動資産/流動負債×100 

資 産 の 

老 朽 化 

有形固定資産減価償却率(%) 有形固定資産のうちの償却対象資産

における減価償却の進み具合を示

す。 
▼ ４５ 53 30 

＝減価償却累計額/償却対象資産の帳簿価格×100 

更 新 の 

状 況 

管渠改善率(%) 当該年度に更新した管渠延長の割合

を示す。 
▲ ０．００ 0.00 0.06 

＝改善管渠(更新･改良･維持)延長/管渠延長×100 

施設等の 

適正規模 

施設利用率(%) 
施設の利用状況や適正規模を示す。 ▲ ６５ 69 60 ＝晴天時一日平均処理水量 

/晴天時現在処理能力×100 

水 洗 化 

の 状 況 

水洗化率(%) 
処理区域内で実際に下水道を使用し

ている人口の割合を示す。 ▲ ９６ 97 94 ＝現在水洗便所設置済人口 

/現在処理区域内人口×100 

(注) 指標の方向は、▲は大きいほうが望ましい、▼は小さいほうが望ましいことを示しています。  

 

 

 (注)グラフは標準偏差方式であり、外側に行くほど良好な数値を示しています。 
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令和5(2023)年度の公共下水道事業の分析結果では、使用料の水準を表す「経費回収率」お

よび経営の健全性を表す「経常収支比率」は、同規模事業体平均より良好な水準を維持してお

り、一定の収益が確保された比較的健全な経営ができていることを示しています。「企業債残高

対事業規模比率」は、企業債の着実な償還によって、平均より良好な水準にまで改善されていま

す。「流動比率」も平均を上回り、短期的な経営の安定性についてビジョン策定時から改善されて

いることを示しています。 

施設に関しては、施設等の適正規模を表す「施設利用率」および水洗化の状況を表す「水洗化

率」は、同規模事業体平均よりやや上回っており、投資した施設はおおむね適切に利用されてい

ると言えます。一方で、資産の老朽化を表す「有形固定資産減価償却率」は、同規模事業体平均よ

り高く、施設の老朽化が確実に進んでいることを示しています。 

 

 

他団体との比較からみた亀岡市公共下水道事業の特徴と課題 

 
５５ 
５６ 
５７ 
５８ 

 

 
５５ 処理区域内に居住する人口（住民基本台帳人口）のこと。 
５６ 汚水処理費（公費負担分を除く。）に対する下水道使用料収入の割合。下水道事業の経営指標のひとつで、使用料で回収すべき経費がどの程度回収

できているかを示します。 
５７ 事業規模（営業収益から雨水処理負担金などを除いたもの。）に対する企業債残高（一般会計負担額を除く。）の割合で、企業債残高の規模を表す値。 
 

 財務面においては、「経費回収率」「経常収支比率」は引き続き良好な水準を維持してお

り、「流動比率」も改善してきています。また、企業債への依存度も償還によって減少して

おり、経営努力の効果も見られることから、今後も経営の健全化に向けた取組み

を継続させていくことが必要 です。 

 施設については、ビジョン策定時と同様に規模・能力はおおむね適切と言えますが、他の

事業体に比べると老朽化が進行しています。したがって、施設の適切な更新を進め

るとともに、将来の下水道管渠の更新に備えた資金の確保に取り組む必

要 があります。 
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目指す将来像と基本目標 

１ 目指す将来像 

亀岡市上下水道事業の基本理念のもと、20～30年先の本市の上下水道事業の目指す将来像を

描き、その実現に向けて着実に取り組みを進めることとしています。 

『安全でおいしい水を配り、下水を集めて処理すること』（安全・快適）、『災害に強い施設

をつくること』（強靭）、『安定した経営を維持し、高品質なサービスを提供すること』（持続）、

『健全な水循環を維持し、循環型社会の構築に貢献すること』（環境）の４つがそろってこそ安

心が生まれ、信頼される水道・下水道となります。 

いつも、いつまでも安心をお届けし信頼される水道・下水道であり続けることを願い、これら４つ

の言葉をキーワードとして目指す将来像を描いています。 

 

亀岡市上下水道事業の目指す将来像 

 

 

  

安心と信頼を

未来につなぐ

亀岡の上下水道

～おいしい水と

循環のみち～

安全・快適

おいしい水道水を配
り、下水を排除し処理
することで、皆さまに
安全と快適をお届け
します。

強 靭

災害の時にも役割を
果たし続ける強靭な
水道・下水道をつくり
ます。

持 続

効率のよい安定した
経営を維持し、皆さま
のライフスタイルに合
った質の高いサービ
スを提供します。

環 境

健全な水循環を維持
するとともに、地球環
境に配慮し、循環型社
会の構築に貢献しま
す。

第 4 章 
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２ 基本目標 

４つの目指す将来像のもとで、その実現に向けた今後の取り組みの基本となる９つの目標を次の

とおり定めています。 

 

 

    

安
心
□
信
頼
□
未
来
□
□
□
□
亀
岡
□
上
下
水
道 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

□ 

□
□
□
□
水
□
循
環
□
□
□ 

□  
 
 

安 全･ 

快 適 

おいしい水道水を配り、下水

を排除し処理することで、皆さ

まに安全と快適をお届けしま

す。 

1 安全でおいしい水の安定供給 

2 下水道による快適な生活の実現 

強 靭 
災害の時にも役割を果たし続

ける強靭な水道・下水道をつ

くります。 

3 災害に強い強靭な施設の整備 

4 危機管理体制の強化 

持 続 

効率のよい安定した経営を維

持し、皆さまのライフスタイル

に合った質の高いサービスを

提供します。 

5 お客さまサービスの充実 

6 持続可能な経営基盤の強化 

7 効率的な事業経営の推進 

環 境 
健全な水循環を維持するとと

もに、地球環境に配慮し、循環

型社会の構築に貢献します。 

8 健全な水循環と地球環境への配慮 

9 循環型社会の構築への貢献 

 
 

 
 

４つの将来像 ９つの基本目標 基本理念 
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実現のための取り組み 

１ 取り組みの体系 

       

 

 

安全 

・ 

快適 

おいしい水道水を配り、下水を排

除し処理することで、皆さまに安

全と快適をお届けします。 

 

1 安全でおいしい水の安定供給 

 

 

 

   

 

   

 

   

 

  

2 下水道による快適な生活の実現 

 

 

   

 

 

強靭 
災害の時にも役割を果たし続ける

強靭な水道・下水道をつくります。 

 

3 災害に強い強靭な施設の整備 

 

 

   

 

  

4 危機管理体制の強化 

 

 

 

   

 

 

持続 

効率のよい安定した経営を維持

し、皆さまのライフスタイルに合っ

た質の高いサービスを提供しま

す。 

 

5 お客さまサービスの充実 

 

 

 

 

   

 

 

  

6 持続可能な経営基盤の強化 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

  

7 効率的な事業経営の推進 

 

 

 

   

 

 

環境 

健全な水循環を維持するととも

に、地球環境に配慮し、循環型社

会の構築に貢献します。 

 

8 健全な水循環と地球環境への配慮 

 

 

   

 

   

 

  

9 循環型社会の構築への貢献 

 

 

   

 

 

第 5 章 

安
心
□
信
頼
□
未
来
□
□
□
□
亀
岡
□
上
下
水
道 

 

□
□
□
□
□
水
□
循
環
□
□
□
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① 水道施設の管理と更新 
 

 
 定期的な漏水調査と修繕 

 老朽水道管の計画的な更新 

 設備機器の計画的な更新 

② 水源から蛇口までの水質管理 
 

 
 水源水質の監視と取水運転の最適化 

 水安全計画の運用の強化 

③ 給水装置の水質管理 
 

 
 貯水槽水道の管理支援 

 直結給水の拡大 

④ 水道未普及地域の飲用水の確保 
 

 
 家庭用取水施設の整備の支援 

 共同管理水道の老朽施設更新の支援 

① 下水道施設の管理と更新 
 

 
 年谷浄化センターの長寿命化 

 不明水の調査と管渠の修繕 

② 浸水対策 
 

 
 雨水排水施設の整備の推進 

 雨水貯留施設の整備の促進 

① 水道施設の災害対策 
 

 
 基幹管路の耐震化 

 非常時バックアップ施設の検討 

② 下水道施設の災害対策 
 

 
 年谷浄化センターの耐震化 

 下水道施設の耐水化 

① 災害対応力の強化 
 

 

 

 BCP、危機管理マニュアルの改善 

 災害時活動拠点の整備 

 応急給水機材の充実 

② 災害時の連携強化 
 

 
 関係団体等との連携 

 使用者の皆さまとの連携 

① 広報・広聴の充実 

 

 

 

 

 わかりやすい情報の発信 

 上下水道の役割や魅力のPR 

 学習の場の提供 

 定期的なアンケート調査の実施 

② お客さまの利便性の向上 
 

 

 

 お客さま窓口の充実 

 料金収納サービスの向上 

 スマートメーターの導入 

① 健全な財政の確保 

 

 

 

 

 水道事業の企業債発行の適正化 

 料金体系等の見直し 

 料金水準のあり方の検討 

 下水道施設更新のための資金の確保 

② 人材の確保・育成と技術の継承 
 

 
 熟練職員の技術の継承 

 職員の専門性の向上 

③ 適切な資産管理の推進 
 

 

 

 アセットマネジメントの実践 

 設備投資の合理化 

 下水道施設の統合 

① 民間連携 
 

 

 

 施設管理業務委託の改善 

 窓口業務委託の内容の見直し 

 新たな民間連携の研究 

② 広域連携 
 

 
 水道用水供給事業の推進 

 近隣自治体との事務の共同化 

① 健全な水循環の維持 
 

 
 下水の高度処理化 

 水源森林の保全 

② CO2の削減 
 

 
 施設の省エネ化の推進 

 再生可能エネルギーの活用 

③ 給水スポットづくり 
 

  給水スポットの普及促進 

① 下水道資源の有効利用 
 

 
 下水汚泥の有効利用 

 消化ガス発電の推進 

② 地域資源の循環の役割の発揮 

 

 

 

 浄化槽汚泥の資源化 

 生ごみの受け入れ 

 廃棄物の資源化の研究 

  

取組事項 取組内容 ＳＤＧｓとの関連 
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２ 取組事項 

 

常に安全でおいしい水をお届けするためには、水道管を常に良好な状

態に保ち、各施設を適切に運転管理するとともに、水源から蛇口に至るま

での水質管理を徹底するなど、信頼性の高い水道システムを構築し維持

することが重要です。 

安全でおいしい水をそのままの状態で蛇口までお届けするためには、

給水装置や受水槽の水質管理も重要となります。 

また、市内には公営水道のない地域もあり、こうした地域での飲用水の

確保を支援していく必要があります。 

 
 

安全でおいしい水の安定供給（イメージ） 

 
 

 

 
安全 
快適 

基本目標 1 安全でおいしい水の安定供給 

取組❶ 水道施設の管理と更新 

基本目標１ 安全でおいしい水の安定供給 

取組❷ 水源から蛇口までの水質管理 

取組❸ 給水装置の水質管理 

取組❹ 水道未普及地域の飲用水の確保 

水質の管理 

受水槽の管理サポート 

老朽管の更新 

施設の点検調査 

施設の運転管理 水質自動 
測定装置 

水源 

浄水場 

配水池 

老朽管の更新 
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取組事項 項目 
望ましい

方向 
説明 

2019 

年度 

実績 

2024 

年度 

実績 

2024 

年度 

目標 

達成 

状況 

2030 

年度 

目標 

①水道施設の

管理と更新 

漏水率 ↘ 
当該年度の総配水量の

うち漏水量(注1)の割合 
10.8% 7.7% 10.0% 達成 ９.0％ 

管路 

更新率 ↗ 
当該年度に更新した 

管路延長の割合 
0.54% 0.４０% 0.73% 未達成 0.95% 

②水源から 

蛇口までの 

水質管理 

水源の 

水 質 事 故

件数 
↘ 

当該年度における 

水源水質の事故件数 
0件 0件 0件 達成 0件 

水道水を 

お い し い

と 思 う 人

の割合 

↗ 

アンケート調査で 

「おいしい」「まあまあお

いしい」と回答いただい

た方の割合 

64% 69.5% 65.5% 達成 67％ 

③給水装置 

の水質管理 

貯 水 槽 水

道 58 の 検

査実施率 
↗ 

当該年度に貯水槽水道

（10㎥以上）の総数のう

ち市に検査報告が 

あったものの割合 

62% 75% 75% 達成 100% 

④水道未普及

地域の飲用水

の確保 

飲用水の 

確保の 

支援 
- 

水道未普及地域におけ

る家庭用取水施設の整

備および共同管理水道

の配水施設更新の支援 

補助の 

実施 

補助の 

実施 

補助の 

実施 
達成 

補助の 

実施 

(注1) 漏水量を正確に把握することが難しいため、便宜上総配水量から有収水量を引いた水量を漏水量としています。 
1 

 

【管路更新率】 

取組事項①水道施設の管理と更新の取組目標である「管路更新率」について、目標値を達成でき

ていない状況です。要因としては、布設工事監督者の不足、地元説明・調整に時間を要したことなど、

計画通りに工事が進捗しなかったことがあげられます。 

老朽管の更新は重要な課題であるため、目標値の下方修正は行わず、官民連携や施工管理等の

検討・運用に取り組むことで、管路更新率の上昇に努めます。 

  

 
58 水道水をいったん受水槽で受けて、建物の利用者に水を供給する施設の総称。受水槽の有効容量が合計 10 ㎥を超えるものを「簡易専用水道」、10

㎥以下のものを「小規模受水槽水道」といいます。貯水槽水道の設置者は、利用者が衛生的に水を利用できるように施設を管理しなければなりませ

ん。 

取組目標の達成状況 

未達成項目の分析と今後の取組の方向性 



 

 

亀岡市上下水道ビジョン 

30 

 

下水道の整備によって実現した衛生的で快適な暮らしをこれからも守り

続けるためには、施設の維持管理や改築・更新を適切に行い、常に良好な状

態を維持していかなければなりません。 

また、大雨による浸水からまちを守ることも下水道の重要な役割のひと

つです。河川整備などと連携して下水道による雨水排水を推進することで、

浸水の心配がない安全なまちづくりを進める必要があります。 

 

下水道による快適な暮らし（イメージ） 

 
  

 
安全 
快適 

基本目標 2 下水道による快適な生活の実現 

取組❶ 下水道施設の管理と更新 

基本目標 2 下水道による快適な生活の実現 

取組❷ 浸水対策 

衛生的で美しいまちに 

川や海をきれいに 

水洗トイレで快適な暮らしを 浸水からまちを守る 

～悪臭やハエ・蚊の発生を防ぎ、 

衛生的で美しいまちをつくります～

～大雨の時でも浸水の心配のない 

安心して暮らせるまちをつくります～

～汚れた水をきれいにして川に流すことで 

川や海の水質や環境を守ります～ 

～トイレの水や汚れた水を下水道管に流す 

ことで、快適な暮らしを実現します～ 下水道に 

よる快適な

暮らし 
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取組事項 項目 
望ましい

方向 
説明 

2019 

年度 

実績 

2024 

年度 

実績 

2024 

年度 

目標 

達成 

状況 

2030 

年度 

目標 

①下水道施設

の管理と更新 

水洗化率 ↗ 
処理区域内において実

際に下水道を使用して

いる人口の割合 

95.5% 96.7% 96.4% 達成 ９7.0％ 

下水道管

渠調査延

長 
↗ 

当該年度に実施した 

管渠調査の延長 
1,677m 1,580m 1,000m 達成 1,000m 

②浸水対策 

雨水排水

施設の整

備面積 
↗ 

雨水事業計画区域にお

ける整備済面積 
19.8ha 19.8ha 19.8ha 達成 43.0ha 

雨水貯留

槽の設置

補助件数 
↗ 

当該年度までに行った

家庭用の雨水貯留槽の

設置に対する補助件数

の累計 

117基 261基 340基 未達成 617基 

 

 

【雨水貯留槽59の設置補助件数】 

取組事項②浸水対策の取組目標である「雨水貯留槽の設置補助件数」について、目標値を達成で

きていない状況です。要因としては、ビジョン策定時の実績から年間補助件数を46基と見込んで

いましたが、前期の平均件数が26基となったことがあげられます。 

引き続き設置への啓発に取り組みますが、設置要望が減少していることなどから、直近の実績水

準を勘案し目標値を見直します。 

項目 
【見直し前】 

2030年度目標 
 

【見直し後】 

2030年度目標 

雨水貯留槽の設

置補助件数 
６１７基 

 
３４５基 

 

  

 

59 浸水被害を軽減するために、住宅の屋根などに降った雨を集め、一時的に貯留する施設のこと。 

 

取組目標の達成状況 

未達成項目の分析と今後の取組の方向性 



 

 

亀岡市上下水道ビジョン 
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水道・下水道は、皆さまの暮らしや経済を守り、社会を支える重要なライ

フラインです。大地震やスーパー台風に襲われても、一定の機能が確保でき

るよう、災害に強い強靭な施設へと変えていかなければなりません。 

水道・下水道の施設は、以前に比べると耐震性は向上していますが、まだ

まだ安心できる状態ではありません。近年の自然災害の状況に応じた被害

想定を見直すとともに、施設の重要度や危険度に応じた重点的、計画的な

災害対策を推進する必要があります。 

 

 
災害に強い強靭な施設の整備(イメージ) 

60
61 

 
  

 
60 配水池などに設置され、地震などの異常を感知すると自動的に管路を遮断する機能を持った弁のこと。災害発生時には、配水池に蓄えられている

水を飲料水や消防用水として確保することができます。 
61 常時は水道管の一部として機能し、非常時には貯留水を飲料水として利用できる地下埋設タンクのこと。 

 

 強靭 基本目標３ 災害に強い強靭な施設の整備 

取組❶ 水道施設の災害対策 

基本目標 3 災害に強い強靭な施設の整備 

取組❷ 下水道施設の災害対策 

自家発電設備 
緊急遮断弁 60 

下水処理場の耐震化・耐水化 
埋設貯水タンク 61 
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取組事項 項目 
望ましい

方向 
説明 

2019 

年度 

実績 

2024 

年度 

実績 

2024 

年度 

目標 

達成 

状況 

2030 

年度 

目標 

①水道施設の

災害対策 

基幹管路

の耐震適

合率 
↗ 

水道の基幹管路の総延

長に対する耐震適合性

を有する管の延長の割

合 

54.3% 57.3% 67.8% 未達成 84.0％ 

浄水施設

の耐震化

率 
↗ 

浄水施設の処理能力合

計に対する耐震性を有

する浄水施設の処理能

力の割合 

99.5% 99.5% 99.5% 達成 99.5% 

配水池の

耐震化率 ↗ 
総配水池容量に対する

耐震性を有する配水池

容量の割合 

98.4% 98.7% 98.7% 達成 98.7% 

②下水道施設

の災害対策 

年谷浄化

セ ン タ ー

の耐震化

率 

↗ 
年谷浄化センターの施

設数のうち耐震化済施

設数の割合 

61.1% 63.9% 69.4% 未達成 83.3% 

 

 

【基幹管路の耐震適合率】 

取組事項①水道施設の災害対策の取組目標である「基幹管路の耐震適合率」について、目標値を

達成できていない状況です。要因としては、推進工法等の特殊な施工が必要な工事個所に時間を

要したことなどがあげられ、進捗率が目標値まで伸びませんでした。 

現進捗率の状況とともに、今後の計画に基づく布設順路や施工年度を関係機関等と協議した結

果、目標値を見直します。 

項目 
【見直し前】 

2030年度目標 
 

【見直し後】 

2030年度目標 

基幹管路の耐震

適合率 
84.0% 

 
70.0％ 

 

 

【年谷浄化センターの耐震化率】 

取組事項②下水道施設の災害対策の取組目標である「年谷浄化センターの耐震化率」について、

目標値を達成できていない状況です。目標値では令和６（２０２４）年度に耐震化工事の予定として

おりましたが、機器更新工事のみの実施となったため当該実績値となりました。 

施設の改築更新工事とともに耐震化工事を推進していますが、工事実施の計画的な変更により

目標値を見直します。 

項目 
【見直し前】 

2030年度目標 
 

【見直し後】 

2030年度目標 

年谷浄化センタ

ーの耐震化率 
83.3％ 

 
66.7％ 

 

 

取組目標の達成状況 

未達成項目の分析と今後の取組の方向性 



 

 

亀岡市上下水道ビジョン 

34 

 

災害や事故による使用者の皆さまへの影響を最小限に止めるために

は、事業継続計画62（BCP）や危機管理マニュアル63の整備、訓練や研修の

徹底などにより、組織における防災意識を常に保ち、災害に対する即応力

を強化することが不可欠です。また、万が一の場合に備え、給水車や応急

用の機材・資材の備蓄を充実させることも重要です。 

被災の状況によっては、使用者の皆さまの協力や近隣自治体や関係事

業者の応援が不可欠となることから、災害時の連携・協力体制を築く必要

があります。 

 

危機管理体制の強化（イメージ） 

 
  

 
62 Business Continuity Plan。企業が自然災害、大事故、テロ攻撃などの緊急事態に遭遇した場合において、事業資産の損害を最小限にとどめ

つつ、中核となる事業の継続や早期復旧を可能とするために、非常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法・手段などを取り決

めておく計画のこと。 

63 地震や風水害等の自然現象および水質汚染事故、施設事故等の人為的な原因により災害が発生した場合、応急給水、応急復旧等の諸活動を計画的

かつ効率的に継続するためのマニュアルのこと。 

 強靭 基本目標 4 危機管理体制の強化 

取組❶ 災害対応力の強化 

基本目標 4 危機管理体制の強化 

取組❷ 災害時の連携強化 
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取組事項 項目 
望ましい

方向 
説明 

2019 

年度 

実績 

2024 

年度 

実績 

2024 

年度 

目標 

達成 

状況 

2030 

年度 

目標 

①災害対応力

の強化 

災害時拠

点施設の

整備 
－ 

上下水道部庁舎、千代

川浄水場、年谷浄化セ

ンターの災害対応機能

の拡充 

庁舎の 

耐震性が

不十分 

３拠点施

設の機能

向上 

３拠点施

設の機能

向上 

達成 

３拠点施

設の機能

向上 

②災害時の連

携強化 

備蓄飲料

水の実施

率 
↗ 

アンケート調査で「1人

当たり9ℓ以上の飲料水

を備蓄している」と回答

いただいた方の割合 

11% 15.1% 20.5% 未達成 30% 

 

 

【備蓄飲料水の実施率】 

取組事項②災害時の連携強化の取組目標である「備蓄飲料水の実施率」について、目標値を達成

できていない状況です。アンケート調査の結果では、策定時の11％から15.1％と増加しましたが、

目標値には達しませんでした。 

令和６（２０２４）年度実績値は目標値を下回りましたが、目標値の下方修正は行わず、引き続き

かめおか水だよりやＳＮＳによる広報に努めます。 

 

  

取組目標の達成状況 

未達成項目の分析と今後の取組の方向性 



 

 

亀岡市上下水道ビジョン 

36 

 

水道・下水道を安全・快適にご利用いただくためには、積極的な情報発

信を通じて上下水道事業に対する理解を深めていただくとともに、お客

さまである水道・下水道使用者の皆さまのご意見やご要望を的確に把握

し、経営に反映させることで、お客さまの視点に立った事業運営に努める

必要があります。 

また、ICTを適切に活用することにより、より便利で質の高いサービス

を提供していくことも重要です。 

 

 

お客さまサービスの充実（イメージ） 

 

 基本目標 5 お客さまサービスの充実 持続 

取組❶ 広報・広聴の充実 

基本目標 5 お客さまサービスの充実 

取組❷ お客さまの利便性の向上 
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取組事項 項目 
望ましい

方向 
説明 

2019 

年度 

実績 

2024 

年度 

実績 

2024 

年度 

目標 

達成 

状況 

2030 

年度 

目標 

①広報・広聴

の充実 

アンケート

調査 － 
上下水道事業に関する

アンケート調査を定期

的に実施 

2019年

度に初め

て実施 

アンケー

ト調査を

実施 

アンケー

ト調査を

実施 

達成 
5年ごと

に実施 

②お客さまの

利便性の向上 

料金支払

い に お け

る キ ャ ッ

シ ュ レ ス

サ ー ビ ス

の利用率 

↗ 

上下水道料金をキャッ

シュレスサービス（口座

振替を含む）によりお支

払いいただいた件数の

割合 

8２% 84% 85% 
ほぼ 

達成 
92% 

 

 

【料金支払いにおけるキャッシュレスサービスの利用率】 

取組事項②お客さまの利便性の向上の取組目標である「料金支払いにおけるキャッシュレスサー

ビスの利用率」について、新規開栓者に口座振替の案内、かめおか水だよりへの掲載や窓口のチラ

シ設置などにより利用促進に努めた結果、目標値を概ね達成している状況です。 

今後も収納方法の多様化とともに費用対効果などの検討を引き続き進めますが、進捗状況を踏

まえ目標値を見直します。 

項目 
【見直し前】 

2030年度目標 
 

【見直し後】 

2030年度目標 

料金支払いにお

けるキャッシュ

レスサービスの

利用率 

92％ 

 

88％ 

 

  

取組目標の達成状況 

未達成項目の分析と今後の取組の方向性 



 

 

亀岡市上下水道ビジョン 

38 

 

水道・下水道は、水需要の減少、施設の老朽化、常態化する自然災害へ

の対応という、かつて経験したことのない状況にあります。古くなった施

設を維持し、耐震化していくには多額の資金と人材が必要であり、そのた

めには、財政の健全化と人材の育成を進めるなど、経営基盤を強化しな

ければなりません。 

また、「維持する時代」に移り変わるなかで、コスト・リスク・パフォーマン

スのバランスの取れた合理的な資産管理と設備投資を行うことが重要で

す。 

 
 

持続可能な経営基盤の強化（イメージ） 

 
  

 基本目標 6 持続可能な経営基盤の強化 持続 

取組❶ 健全な財政の確保 

基本目標 6 持続可能な経営基盤の強化 

取組❷ 人材の確保・育成と技術の継承 

取組❸ 適切な資産管理の推進 
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取組事項 項目 
望ましい

方向 
説明 

2019 

年度 

実績 

2024 

年度 

実績 

2024 

年度 

目標 

達成 

状況 

2030 

年度 

目標 

① 健 全 な 財

政の確保 

水道事業

の料金回

収率 
↗ 

給水費用が料金でどの

程度回収できているか

の割合 

97.4% 98.0% 98.4% 
ほぼ 

達成 

100% 

以上 

下水道事

業の経費

回収率 
↗ 

汚水処理費(公費負担

分を除く。)が使用料で

どの程度回収できてい

るかの割合 

95.6% 100.0% 97.4% 達成 
100% 

以上 

水道事業

の企業債

残高 
↘ 企業債残高の合計額 70億円 61億円 66億円 達成 

70億円 

以下 

水道事業

の資金保

有額 
↗ 

当該年度末における水

道事業会計の現金・預

金の額 

30億円 23億円 17億円 達成 10億円 

下 水 道事

業の 資金

保有額 
↗ 

当該年度末における下

水道事業会計の現金・

預金の額 

7億円 20億円 12億円 達成 15億円 

② 人 材 の 確

保・育成と技

術の継承 

職員の平

均経験年

数 
↗ 

上下水道部所属職員

（会計年度任用職員を

除く。）の上下水道部で

の通算在職年数の平均 

７年 7年 9年 未達成 10年 

③ 適 切 な 資

金 管 理 の 推

進 

小規模下

水 道 64 の

統合地区

数 

↗ 

当該年度までに公共下

水道に統合した公共下

水道以外の下水道の地

区数の累計 

2地区 2地区 2地区 達成 6地区 

 

 

【水道事業の料金回収率】 

取組事項①健全な財政の確保の取組目標である「水道事業の料金回収率」について、物価高騰や

人件費高騰の影響により給水費用が増加しましたが、令和６（２０２４）年度において目標値を概ね

達成できている状況です。 

今後も様々な方策で維持管理費用の縮減を図るとともに、料金改定の検討を進め実績値の改善

に取り組みます。 

 

【職員の平均経験年数】 

取組事項②人材の確保・育成と技術の継承の取組目標である「職員の平均経験年数」について、

目標値を達成できていない状況です。要因としては、経験年数の長い職員の退職や、人事異動によ

る通算在職年数の減少があげられます。 

上下水道事業は技術・事務にかかわらず専門的な知識が必要であり、引き続き在職期間の長期

化に努めます。 

 
64 本ビジョンでは、公共下水道以外の集落等を単位として整備する小規模な下水道である特定環境保全公共下水道、農業集落排水処理施設、小規模

集合排水処理施設の総称として用いています。 

取組目標の達成状況 

未達成項目の分析と今後の取組の方向性 
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本市では、担い手の確保と業務の効率化を図るため、従来から民間委託を進めて

きましたが、より一層効果的な取り組みとなるよう、常に委託内容の見直しや委託方

法の改善を進めることが必要です。 

また、民間力を有効に活用するためには、業務内容を熟知し、受注者を正しく評価

できる知識や能力を持った職員が不可欠であり、人材育成と民間活用は両輪として

取り組んでいく必要があります。 

上下水道事業の経営は、水需要の減少により経営規模が縮小し、必要な財源や人

材の確保がますます難しくなってきており、近隣事業体との合併や民間資金の導入な

ど思い切った経営改革が避けられないとも言われています。 

本市の上下水道事業がただちに存続の危機を迎えるような状況ではありません

が、時代の潮流を見極めながら、今後の抜本的な経営のあり方について、さまざまな

観点から研究し、議論することが必要です。 

 

 

民間連携・広域連携の手法（イメージ） 

 

 
 

 

 

 

取組❶ 民間連携 

基本目標 7 効率的な事業経営の推進 

取組❷ 広域連携 

 民間連携  広域連携 

連携度 大 

基本目標 7 効率的な事業経営の推進 持続 



 

 

41 

亀岡市上下水道ビジョン 

第

５
章 

実
現
の
た
め
の
取
り
組
み 

 

 

取組事項 項目 
望ましい

方向 
説明 

2019 

年度 

実績 

2024 

年度 

実績 

2024 

年度 

目標 

達成 

状況 

2030 

年度 

目標 

①民間連携 

民間連携

の あ り 方

の調査研

究 

－ 

今後の民間連携のあり

方について、調査研究

を行い、方向性を提示

します。 

－ － － － 

前期中に

報告のと

りまとめ 

②広域連携 

共同化の

あ り 方 の

調査研究 
－ 

事務の共同化のあり方

について、調査研究を

行い、方向性を提示し

ます。 

－ － － － 

前期中に

報告のと

りまとめ 

 

【民間連携のあり方の調査研究】 

国は、持続的な上下水道の管理運営のために、様々な課題を解決する取り組みの一つとして、民

間の技術力や経営ノウハウを活用するよう、民間連携を推奨しています。コンセッション方式（公共

施設等運営事業）と、コンセッション方式に段階的に移行するための官民連携方式（管理・更新一体

マネジメント方式）を「ウォーターＰＰＰ」として、全国的にも導入事例が出始めています。 

本市においては、窓口業務や施設の維持管理業務等の包括委託の取り組みに加え、これまで、先

進地視察、近隣市町の動向、国からの情報提供等により、新たな方式による民間連携について調査

を行ってきました。 

今後の本市の事業運営の課題を見据えながら、「ウォーターＰＰＰ」のような新たな民間連携のメ

リット、デメリットなどについて、引き続き調査研究を進めることとします。 

 

【共同化のあり方の調査研究】 

広域化・共同化は、スケールメリットを生かして効率的な管理が可能であり、有効な手法の一つで

す。京都府においても、令和５（２０２３）年３月策定の「京都水道グランドデザイン（改定版）」に基づ

き、広域化・共同化の取り組みが示され、事務の広域的処理などの効果が見込める連携事業につい

て検討を進めています。 

今後も引き続き、京都府水道事業広域的連携等推進協議会に参画しながら、広域化・共同化の調

査研究を進めることとします。 

 

  

取組目標の達成状況 
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環境問題は、いまや世界共通の最重要課題のひとつです。いま

の上下水道事業が施設の運転に多量の電力を消費しＣＯ２を排

出している現実を踏まえ、脱炭素の取り組みを積極的に進める必

要があります。 

上下水道事業は、人々の営みに調和した健全な水循環を維持

することなしに経営を続けることができません。水循環のサイク

ルを構成する海域の水質保全や水源となる森林の保全にも貢献

するスタンスが求められています。 

 
 

 

健全な水循環と上下水道（イメージ） 

 

 基本目標 8 健全な水循環と地球環境への配慮 環境 

取組❶ 健全な水循環の維持 

基本目標 8 健全な水循環と地球環境への配慮 

取組❷ CO２の削減 

取組❸ 給水スポットづくり 








